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ス価格は天井知 らずに高騰 した。資力のない研究用がまず影響を受けた。磁気浮上列車す ら運転が危 く

な った。そんな時、中国がヘ リウムを緊急輸出 して救 ってくれた 。日本へ研修に来ていた技術者達が好

意的に動 いて くれたのだ。長田は受入れ担 当の一人だ った。

爆発火災は2週 間で鎮火したが、工場再開には1年 かか った。 しか し、 もとより産出量の横ばい状態

にな っていたガス田は、需要に見合 うだけの生産を して くれな くな った。ヘ リウムの高騰は、 これまで

の大量消費ムー ドを一転させた。蒸発ガ スの100%回 収 が スローガ ンとな り、産業界は代 ガス利用へ動

いた。液体水素温度 での超伝導技術がほぼ確 立 した。窒素温度での超伝導が模索 されるようにな った。

温度の下限がみえていた超低温研究などは影が薄 くな った。 ヘ リウムベ ッセルに代 って、小型冷凍機が

実験室に広ま った。

21世 紀 を迎え、 ヘ リウム事情 はさ らに悪化 した。予想 以上に早 く、アメ リカのガ ス田が澗渇し始めた

のだ。カナダな どで も今 リウム含有率の高 いガ ス田はすべて堀 り尽され ていた。海底居住計画とイオ ン

エンジンの推進剤が 、大 量のヘ リウムを 必要 としていた。空気分離は まだ収率が良 くなか った。

ここに至 って、今度の木星衛星の有人探査の帰途、木星大気か らヘ リウムを採取 しようという計画が

急速に具体化 した。木星大 気の17%は ヘ リウムなのだ。長田は この計画の 日本代表 として、ここ、地球

を周回する スペ ース ・コロニーまでや って来 ていたのだ。発射直前 まであわただ しい 日々だ った。

「10秒前、9、8、 ………3、2、1、 発射」

イオ ンエンジンの淡 い光を放ちなが ら探査船が離れていくのを、.立体 テ レビで長田はぼんやり眺め て

いた。計画通 りに行けば、半年先には少量ながらも木星産のヘ リウムが帰 って くる。

突然、アラーム音が鳴 り響 いた。探査船に異常が生じたよ うだ。Tど うしたんだ1」 と長田は叫んで

いた。 とたんに筆者 は 目がさめ、枕元の 目覚 しを止めていた。初夢は正夢なんだろうか。

夢

理学部 櫛 田 孝 司

前にも書いた ことが あるが、極低温 とレーザーと生体の間には或る関連性が感 じられ る。つまり、極

低温 にある物質 も.レーザーの発振光 も殆ん どエ ン トロピ「を もた ないという点で共通であり、超伝導、

超流動 とい った現象 とレーザー発振 とは同様の概念を使 って理解することができる。そのキーワー ドは

秩序性 というこ、とであるが、生命 というものを考えると、調和 というかやは り秩序性ということがその

本質的な所で関係しているように思われてな らない。とすると、極低温や レーザーの分野で築かれた概

念や物語を拡張 して 当てはめ ることが生命の理解に何かを もた らすのではないか という考之が浮かぶ。

それを鍵に して生命の本質的な所を理解す ることが できないか、 というのが私の一つの夢である。

例えば、生命の単位である細胞の中では、多 くの分子機械 は互いに連絡を取 り合 っているかのよ うに

一つの システムとして見事な営みを している。この全体を システム として統合 してい るもの こそが、生

命の本質 といえる ものなのではないだろうか。そしてそれは、.例えば高次の相関を もつ波 とい ったよう

な概念で理解す ることができ、その波は量子化され て……・㌔ 私の夢は果て しな く広がる。
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ところで、生体は恐ろしく複雑で高度なシステムであるが、その至る所で同じような仕掛けが利用さ

れているように思われる。そこで、細胞の中で多 くの分子機械をシステムとして統合 しているメカニズ

ムと、生体の中で多くの細胞を統合しているメカニズムとは、同じようなものではなかろうかという想

像が成り立つ。とすると、例えば脳の理解 も上と同じようにして可能になるかもしれないという考えが

浮かぶ。っまり、コンピューターの本質的な所は、各部品をシステムとして統合して必要な演算を可能

にする所にあり、その背後には通常2進 法によるロジヲクがあるが、脳の場合にそれに対応する多くの

細胞を統合して考えたり、判断したりするという仕事をさせるべ く、システムとしてこれを成り立たせ

ているメカニズムが、生命を成り立たせているメカ三ズムと一緒に解けるのではないかというのが私の

夢である。しかし一方では、本当にそのようなものが分かってしまってもよいものなのだろうかとい.う

気持も起 こる。その時こそ完全に人類は滅んでしまうのではないだろうか。

悪夢は忘れて、もう少し身近な夢を述べたい。我々の研究室では、細胞中に取り込ませた色素につい

て光物性的な研究を行ない、そこから生き「た細胞について情報を引き出すということを行なっている。

生きた細胞を対象にしようとすれば常温で実験を行なわなければならないが、一方、極低温にして単純

化した条件の下で実験を行なうのは、物性研究の常道である。そこで、生きたままの状態を単に固定す

るような形で極低温にもって行くことはできないかという考えが浮かぶ。例えば、細胞を瞬間的に極低

温に冷却して種々の実験を行ない、その後で何らかの方法で室温に戻したときに細胞が生きかえるよう

であれば、生きたままの状態を固定して極低温に もって行ったといってもよいであろう。このようなこ

とは、果して可能であろうか。いずれにしても、そのようにして生きた系について極低温で物性研究を

行なうということも私の夢の一つである。

こ れ か らの50号 の 間 に

基礎工学部 長 谷 田 泰 一 郎

は じめの撤文のような ものの中で、低温の これか らのゆ く先を、例えばの話のように書いたけれ ども、

読み直 してみて割 と本気なんだ と思 う。 とは言 って も、しか し、考えを積み重ねた論拠が あるわけで も

ないので、 ここでどうしてそんな感 じを今 、持 ってい るか莫 とした背景のようなものを書いてみようと

思 う。 ダ
1976年 のInt'nSymPosiumonULT,Hakoneのsu㎜arytalkでA.J.Leggett

は"Whatisfoundamentallynewandexciting～"と 何 べ ん と な く問 い 返 し な が ら、 実

に意欲的に話題を展開している:)

ところでLeggettはULTが ど こまでゆ くかには触れていないがmKあ るいはsubmKで や る事が

plentyに あ る事は(さ て何があるかを確めたい方 々にも)納 得 して戴けたうろと書 いている。ここで

カッコの中は筆者の註であ って、原文はIhaveconvincedanyofyouwhoneeded

convincingthatthereisstillplentyofphysicstodoinLTregionと あ る。

カマ リン ・オ ンネ スがHeを 液化 した後 で"も う気体 によ っては、より低 温には進めないが 、今この
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